
三遠南信地域連携ビジョン推進会議（SENA）事務局
久米・今村・坂上

〒430-8652　
浜松市中区元城町 103-2　浜松市企画部企画課内（本館５階）
TEL：053-457-2242    /    FAX：053-457-2248
E-mail：sena@c lear.ocn.ne.jp　/　HP：http://www.sena-vision.jp/

＜お問合わせ・連絡先＞

第１回　開催日：平成２１年８月２７日（木）           　場　所：豊橋市役所
第２回　開催日：平成２１年１０月１日（木）           　場　所：豊橋市役所
第３回　開催日：平成２１年１１月５日（木）           　場　所：豊橋市役所

　東三河地域の団体を中心として、サミットの内容の検討や準備を進めました。
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・三遠南信サミット２００９in 東三河専門委員会

・市民団体連携委員会

第１回　開催日：平成２１年８月２８日（金）　　　場　所：愛知大学三遠南信地域連携センター
第 2回　開催日：平成２１年９月１５日（火）　　　場　所：愛知大学三遠南信地域連携センター
第 3回　開催日：平成２１年１０月２日（金）　　　場　所：愛知大学三遠南信地域連携センター
第 4回　開催日：平成２１年１０月２３日（金）　　場　所：愛知大学三遠南信地域連携センター

　SENA 事務局規程の改正に伴い、村田克弘（浜松市企画部次長）に代わり、内藤伸二朗（浜松市大都市
制度広域行政担当課長）が事務局長を務めます。

◆SENA 事務局長に内藤伸二朗が就任しました

　サミットの住民セッションの企画や住民のプラットフォームづくりについて論議を重ねました。

◆あとがき
　SENA主催によるはじめてのサミットを開催しました。
　事務局として、スムーズな運営に努めたつもりですが、至らない点も多々あったかと思います。今後皆さんの意見を伺
いながら、今回の反省点を次回につなげていきたと思います。サミット専門委員会の委員の皆様、開催地の東三河地域の
スタッフの皆様、ご協力ありがとうございました。
　なお、三遠南信地域の物産店について、取材しましたので別冊にてご紹介します。（久米）　　　　　　　　　　　　　

◆第１７回三遠南信サミット２００９in 東三河を開催しました
開催日：平成２１年１１月１３日（金）
場　所：ホテル日航豊橋

　当日は、５５０人ものご参加をいただき、１７回目となるサミットを
盛大に開催することができました。また、報告会では、佐原豊橋市長が
「サミット宣言」（別添）を述べられ、「連携から融合へ」のメッセージを
参加者全員が確認しました。
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開催日：平成２１年１０月６日（火）
場　所：ホテル日航豊橋

◆三遠南信（８信金）しんきんサミット（SENA 後援）が開催されました

　「出会い　ふれあい　地域の魅力！」をテーマに、基調講演や先進事例の発表、
三遠南信物産展が行われました。基調講演では、タレントの高木美保さんが「食の
安全と安心を求めて」と題して、自らの農業体験を中心にお話しされました。　　
　　　　　　

◆ＳＥＮＡのホームページをリニューアルしました（１２／２８）
　１１月にホームページを仮設したところですが、このたび、本格的にホームページを開設しましたので、
お知らせします。（一部準備中です。）
URL：http://www.sena-vision.jp/
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三遠南信サミット 2009 in 東三河 サミット宣言 

 
三遠南信地域は、圏域人口 230 万を擁し、「塩の道」を通じた歴史的、文化的な交流

や豊かな自然環境を背景として、都道府県に匹敵する経済規模を誇るなど高いポテン 

シャルを有する地域です。 

また、国土軸を形成する新東名高速道路や、太平洋地域と日本海地域を結び圏域の南

北交通の基軸となる三遠南信自動車道の整備が進められ、さらには圏域北部の玄関口と

なるリニア中央新幹線飯田駅の設置が検討されるなど、将来に向けて更なる発展の可能

性を秘めています。 

こうしたなか、平成 20年 3月には、「三遠南信地域連携ビジョン」をサミットでの合

意のもと策定し、目指すべき地域像を「三遠南信 250万流域都市圏」として、各主体が

活動の方向性を一致させ、交流から連携への動きを加速させることとし、平成 20 年 11

月には、「三遠南信地域連携ビジョン推進会議（ＳＥＮＡ）」を設置し、事務局を開設す

るなど、圏域の政策調整機能を整備してまいりました。 

今回のサミットは、ＳＥＮＡが主催する初めてのサミットであり、「日本の県境連携

モデルの構築」というテーマのもと、「道」「技」「風土」｢山・住｣の各分科会で、活発

な意見交換、議論が進められてまいりましたが、こうした結果を踏まえ、私たち三遠南

信地域は、次の事項に重点を置き、日本の県境連携を先導するにふさわしい圏域活動を

進めてまいります。 

 

１ 三遠南信 250万流域都市圏の骨格となる三遠南信自動車道や浜松三ヶ日・豊橋道路

の早期整備、三遠伊勢連絡道路構想の実現、さらには新たな東西軸を形成するリニア

中央新幹線飯田駅の設置に向けて、「三遠南信地域連携ビジョン推進会議（ＳＥＮＡ）」

を中心に、地域一丸となって提案活動を進めます。 

 

２ 新産業の創出と既存産業の活力増進に向けて、知的･産業クラスターの形成など県

境を越えた産学官連携による農商工連携や医工連携の取り組みを進めるとともに、県

境を越えた大学・研究機関の連携を通じて次代を担う人材の育成を進めます。 

 

３ 三遠南信地域の地域資源の価値向上のため、塩の道エコミュージアムを構成する歴

史・文化的な地域資源や地域の特産品などの情報収集に取り組み、情報発信の機会を

創出するとともに、地域資源のネットワーク化やブランド化を進めます。 

 

４ 広域連携による生活環境の向上を目指して、住民の命を守る医療や防災の連携、美

術館や博物館など公共施設の相互利用を進めます。また、中山間地域における定住促

進に向けて、都市部との二地域居住など流域定住推進モデルの形成を進めます。 

 

 これらの取り組みを、ここに集うすべての主体が確認し、連携から融合に向けて、  

第１７回三遠南信サミット 2009 in東三河のサミット宣言といたします。 

 

 平成２１年１１月１３日 

 三遠南信地域連携ビジョン推進会議 

               三遠南信サミット 2009 in東三河 
 


